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放射線教育 本宮市立白岩小学校

キーワード：カリキュラム・マネジメント、放射線教育、環境創造センター、環境再生プラザ

Ⅰ 研究について

１ 主題設定の理由

平成２３年３月の東日本大震災は、私達が経験したことのない災害であった。また、東

京電力福島第一原子力発電所の事故により放射性物質が広範囲に拡散し、多数の県民が県

内外での避難生活を余儀なくされた。また、その後数年間、本県の農水産物は放射性物質

の影響のため、出荷できない状況が続く等、甚大な被害を受けた。

震災から８年が経過した現在、本校の子ども達や地域の人々は、震災前とほぼ変わらな

い生活を取り戻しつつある。また、５、６年生においても、震災の記憶が失われようとし

ているのが現状である。東京電力福島第一原子力発電所の廃炉には５０年以上かかると言

わ れていることから、放射性物質の拡散の危険性がまだ残っている。福島県に生まれ育っ

た からこそ、放射線についての知識・理解と思考力・判断力、そして行動力を子ども達に

身 に付けさせる必要がある。さらに、震災による風評被害や子ども達の避難先で起きたい

じ め問題などを顧み、人権教育、環境教育、防災教育、食育、健康教育、各教科等との関

連 を図り、教科等横断的な視点から放射線教育を進めていく必要がある。

２ 研究仮説

教科等横断的な視点から放射線教育を進めていけば、安全、安心な社会づくりに貢献で

きるこころ豊かな子どもとなるであろう

３ 目指す子どもの姿

問題に対して、それまで培った放射線の知識・理解を基に考え、適切に判断し、行動で

きる子ども

４ 研究内容

(1) 各教科等と関連を図った放射線教育

・ 放射線教育に関する内容を各教科等に関係付けることで、放射線についての知識・技

能を確かなものにする。

・ 子ども達の疑問を基にした問題解決的な学習を通して、知識・技能に基づく思考力・

判断力、行動力を身に付けさせる。
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(2) 各学年の学級活動における放射線教育について

学年 題材名 ねらい

１年 放射線って何だろう？ 放射線とは何かを理解し、日常生活で注意する

ことができる。

放射線から身を守るには？ 放射線に注意して生活していこうとする習慣を

身に付ける。

２年 放射線事故が起きたら？ 放射線事故が起きたとき、何に気を付ければよ

いかを理解する。

食べ物と放射線 放射性物質による内部被ばくと、安全な食事の

取り方について理解する。

３年 放射線の正体 放射線の性質とその特徴について、正しく理解

する。

放射線事故からの避難 放射線事故が起きた時の対応、避難方法につい

て理解する。

４年 放射線と安全な生活 放射線被ばくをできる限り抑え、安全な生活を

しようとする態度を養う。

放射線と体の健康 放射線による健康被害について理解を深める。

５年 放射線量と私たちの生活 身の回りの放射線量を知り、安全な生活をしよ

うとする態度を養う。

放射線とこころの健康 心身共に健康に生活する仕方を考える。

６年 放射線の利用 放射線の利用と、私たちの生活との関係につい

て理解する。

放射線事故とこれからの生活 風評被害、廃炉問題を踏まえ、これからの生活

について考える。

５ 研究組織

校長 ・ 研究全体指揮

教頭 ・ 研究全体指導 資料調査研究部 ・ アンケート項目の検討

・ 対外日程調整 ・ アンケートの集計・分析

現職教育研究部 日常活動部 ・ 各委員会における活動内容

・ 研究計画の立案 の検討

・ 研修の推進

・ 理論研究 環境整備部 ・ 掲示物の内容、場所の検討

・ 指導案形式の検討

・ 各ブロック間の調整

・ 関係機関との連絡・調整
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６ 教科等横断的な放射線教育の例

(1) 子どもに育成する資質・能力をふまえた指導計画の例。（第６学年）

環境再生プラザ コミュタン福島見学

（人的・物的支援） （福島県の現状と放射線

の理解）

〈学級活動〉 情報の発信 〈総合的な学習の時間〉

「風評について 思考力・判断力 ｢福島県に生きる

考えよう」 ・表現力 私たち」

放射線 放射線教育 放射線

による被害 による被害

知識・技能 知識・技能

放射線の透過性 思考力・判断力・

知識・技能 表現力

〈理科〉

｢変わり続ける大地」

（防災教育）

学びに向かう力・人間性等の涵養

(2) 第６学年の実践例

① 学級活動において、放射線の透過性（知識・理解）について学び、情報の発信（思考

力・判断力・表現力）について考えた授業
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② 理科において、放射線の透過性（知識・理解）の学びを基にして、放射線による被害

（思考力・判断力・表現力）を考えた授業

③ 総合的な学習の時間において、放射線による被害（知識・理解）を基に、情報の発信

（思考力・判断力・表現力）を考えた授業
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④ 学びに向かう力・人間性等の涵養について

総合的な学習の時間｢福島県に生きる私たち」において、本時の学習に入る前に震災

関連の新聞記事を読み、それに対する自分の思いや考えを書くという活動を取り入れ

てきた。普段、なかなか新聞を読む機会の少ない子ども達であるので、３回目あたり

までは｢やらされている感」が強かった。しかし、回数を重ねることで、震災後の人々

の暮らしや農水産業、復興関連事業などに対する子ども達の関心が高まり、自ら新聞

記事を手にして、自分の思いや考えを書くようになった。

Ⅱ 授業の実際について

１ 校内での実践例

(1) 第４学年 社会科｢くらしを守る～地震からくらしを守る～」

福島県で何が起きたのかを知り、除染やモニタリングポスト等で私たちの安全が守ら

れていることを理解し、新たに放射線への疑問をもつことをねらいとした授業。
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(2) なかよし学級（特別支援学級 知的障害学級） 学級活動「ほうしゃせんって何？」

福島県で何が起きているのかを知り、除染やモニタリングポスト等で私たちの安全が

守られていることを理解し、新たに放射線への疑問をもつことをねらいとした授業。

（授業参観日に実施）
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２ 公開授業研究会での実践

(1) 第３学年 道徳科「じょうほうの正しさ」「うわさ話・つらい気もち」（Ａ１善悪の判

断、自律、自由と責任）

時、場、相手によって異なる状況を踏まえ、考えを十分にめぐらすことで、正しく判

断し、自信をもって行動しようとする態度を養うことをねらいとした授業。
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(2) 第６学年 総合的な学習の時間「福島県に生きる私たち」

福島県の自然や農水産物などに対する風評被害が続いていることや震災前に比べ観光

客が減少していることから、福島県の安全性や魅力を発信しようとする意欲を高めるこ

とをねらいとした授業。
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(3) 講演会の様子

演題 「放射線教育を視点としたカリキュラム・マネジメント」

講師 東洋大学理工学部教授 大辻 永 様

○ 現在の小学生は、東日本大震災時の記憶がない子どもが多く、他県と同じ状況になりつ

つある。

○ 自分事として、問題解決的な学習を進めることができるようになることが大事。

○ 入手した情報が正しいかどうかを、自分自身で確かめることが大事。

○ 国語科では核兵器の恐ろしさについて、社会科では原発事故の恐ろしさについて、体育

科では多量の放射線を浴びた場合についてなど、放射線教育を軸に教科等を横断して進め

ていく必要がある。

○ 西郷村立羽太小学校の放射線教育全体計画が参考になる。

Ⅲ 成果と課題について

１ 成果

① 子どもにおける変容

○ 「安全、安心な社会づくりに貢献できる子ども」の姿

・ 福島県の農水産物の安全性を知ることで、まだ不安に思っている県内外の人々に

県産物の安全性を伝えたいと話す姿。

・ 復興に向けての取り組みを知ることで、自分なら…と話す姿。

○ 「こころ豊かな子ども」の姿

・ 東日本大震災における支援に感謝し、今度は自分が助けたいと話す姿。

・ 学校給食の放射性物質測定員の話を聞くことで、自分達の食の安全が確保されて

いることを理解して測定員に感謝の気持ちを表す姿。

さらに、以下のような子どもの姿が見られた。

・ 放射線に対する子ども達の意識が高まり、「分かったこともあるけれど、新しく

分からないことも出てきたから調べたい。」というように探究的に取り組もうとす

る姿。

・ 身の回りに放射線を出すものがあることを知ることで、もののありなしではなく

線量に注意すればよいと考える姿。

② 保護者における変容

授業参観に放射線教育の授業をすることで、保護者にも参加していただいた。放射

線を出すものや福島県産の農水産物に対して、認識を改める姿が見られた。

③ 関係機関との連携

環境再生プラザやコミュタン福島、ＪＡなどの関係機関と連携し、人的・物的資源

の活用を図ることで、｢社会に開かれた教育課程」の実現を目指した。

④ 外部への発信

学習発表会では、４年生と６年生が放射線について学んだことを、保護者や地域の

方に向けて発信した。そうすることで、今問題になっていることを共有し、学校と地
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域とが一体になって解決していこうという意識を高めることができた。

⑤ 教職員における変容

教職員は、子どもの学びの姿を基に、放射線教育と各種教育、教科等との関連を探ろ

うと試行錯誤を繰り返してきた。成果と課題を見いだし、よりよい学びを求めていくこ

とで、教職員におけるＰＤＣＡサイクルの意識がさらに高まってきた。また、教職員間

の普段の会話の中でも、指導計画を超えて教科等の関連性を話題にするようになって

きており、教科等横断的な視点における意識も高まってきている。

２ 課題

① 子どもの実態に合わせた指導において

東日本大震災や原子力発電所の事故を経験していない、または記憶にない子ども達

に、放射線に関することをどのようにして自分事の問題として捉えさせるか。

② 教科の指導において

教科等横断的に放射線教育を進めるにあたり、各教科の目標、育成すべき資質・能力

をしっかりと理解して、ぶれることなく、その教科ならではの学びにしなければならな

い。

③ 学びの定着において

前学年までの学びが定着していないことがあったので、学んだことをいつでも確認で

きる環境づくりについて検討する必要がある。

④ 放射線教育全体計画の改訂において

教科等横断的に取り組んだ今年度の成果を、放射線教育全体計画にどのように反映さ

せるか。

《課題の解決に向けて》

今年度は、研究としての取り組みの第一歩であるため、Ｒ－ＰＤＣＡサイクルのＲと

しての位置付けであると捉えている。したがって、今年度の取り組みを基にカリキュラ

ム・マネジメントの視点から、放射線教育の全体計画、さらには教育課程全体を再考す

ることで、より｢社会に開かれた教育課程」の実現を目指していく。


